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磁場閉じ込め方式の核融合炉の課題として, 

乱流現象に起因する異常輸送が挙げられる.プ

ラズマ乱流を解明するためには密度や温度,ま

た,それらの揺動を観察・解析して揺動の輸送へ

の影響やプラズマ放電パラメータ依存性を明

らかにする必要がある.本研究室では直線磁化

プ ラ ズ マ 装 置 PANTA(Plasma Assembly for 

Nonlinear Turbulence Analysis)にて,プローブやト

モグラフィーを用いてプラズマの平均構造や

揺動特性の研究がなされてきた[1-3]. 

 PANTAには現在, 軸(z)方向の 3箇所, z = 0.35 

m, 0.6 m, 0.85 m に, ArII発光強度トモグラフィ

ーが設置されている.実験結果の一例として, 3

断面における 2次元発光分布の平均発光量の磁

場依存性を図 1(a)に, 揺動成分の検討のための, 

全発光量のパワースペクトル密度の磁場依存

性を図 1(b)に示す. 

図1(a)より, 磁場の増加に伴って発光量はz = 

0.35 m, 0.6 mで単調に増加する傾向がみられた

が, z = 0.35 mでは他の２点とは異なり、磁場

B=500~ 1000 Gの領域では増加率の減少, z=0.6m

でほぼ一定に留まることが観測された. 次に図

1(b)では, 500 G付近では揺動のパワースペクト

ル密度が小さくなり, そこを境としてスペクト

ルの形状が変化していることがわかる. 400-500 

Gでは~1.2 kHzを基本周波数とする高次ハーモ

ニクスを示すスペクトルが観測され、一方600 G

以上では,高次ハーモニクスを持つスペクトル

が観測され、またその基本周波数が磁場ととも

に増加している。 

本研究では、PANTAの3次元トモグラフィー

を用いて得られた発光分布とその揺動の３次

元構造の磁場依存性の観測結果について考察

結果について報告する.  
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図１(a) 規格化された平均発光量の磁場依存

性 (b) z=0.35mの場所での発光の揺動スペ

クトル。 


